
算数科
算数科の定着状況

具体的な課題

　
課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

 ２～６年生は、基礎・活用ともに、区や全国平均、標準スコアを超えており、概ね良好である。
 どの学年も基礎的・基本的な四則演算の仕方や技能は概ね身に付いている。
 同一集団の成長の過程を追った分析によると、すべての学年で上昇傾向にあり、習熟度別クラスで
取り組んでいる効果が見られる。

○問題文の正しい読み取りと記述問題について
 どの学年でも、問題文に対して、その意図を正しく読み取る力に課題がある。また、問題文や解決方
法を、言葉や式・図などで表すといった記述の正答率が他の解答形式と比べると低くなっている。
○「図形」領域
 「図形」領域では、全体の傾向として、コンパスや分度器などの算数用具の正しい使い方や技能面の
習
熟に課題が見られる。

〇問題文の正しい読み取り
 問題文を正しく読み取る力や問題情報を具
体的に想像する力が不足している。
 示された場面において、目的に即した数の
処理の仕方を考察するなどの発展的な問題
に対して、既習事項を応用して考えることが
難しい。

〇記述問題への苦手意識
  問題場面を線分図や、数直線などに表し
たり,必要な情報を選び取って、その解決方
法を自分の言葉や式で書き表したりする体
験が不足している。

〇算数の用具の使用方法の理解不足、そ
れらを使った操作活動(技能)の習熟の不足
 低学年からの図形操作の経験が不足して
る児童が算数的な具体物やコンパス、分度
器、三角定規など算数用具に触れたり、計
測や作図などの活用するための技能を習熟
したりする時が少ない。

○問題文の意図や目的を正確に捉え、正しい問題解決
が
できるようにする。
　問題文の中で、「問われていること」と「必要な情報（わ
かっていること）」を児童が正確に捉えることができるよう
に、丁寧な読み取りを行う。
　問題解決の土台となる四則計算や九九等の基本的な
問題を繰り返し定着を図る。百マス計算、繰り返しドリ
ル、ベーシックドリル、eライブラリ等を適切に活用し、継
続的に取り組ませる。
　
○自分の考えを表現できる力の育成し、苦手意識のあ
る記述問題への解決力の向上を目指す。
 算数少人数では、自分の考えを書き表す時間を確保
し、ぺアやグループ、全体で自分の考えを説明する場を
設ける。
　言葉や式、図、グラフなどを用いて、筋道を立てて説明
したり論理的に考えたりする経験の場や機会を多く設
け、方法や理由等を記述する問題への苦手意識を軽減
させる。
　地域未来塾等を活用し、個別指導を通して技能向上
の実感や達成感を得られるようにする。
〇図形領域の技能向上を目指す。
　児童が具体物に触れる体験をする時間を確保する。
ICTを活用しつつも、学習の中で、図形操作を十分に
行ったり、継続して触れたりできるようにする。
　学習の習熟度に応じて、児童が計測や作図などの技
能の習熟を実感し、達成感を味わえるように補充的な内
容の課題や発展的な内容の課題を取り入れる。
　図形領域の指導では、既習事項の丁寧な復習を、学

・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・数と計算領域・図形領域に課題の見られた児童を中心に、個別指導、地域未来塾等を通して、基礎
的な計算の習熟を図る。


